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第 1 回委員総会報告 
 

日頃より PTA 活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

６月７日に開催された高司中学校 PTA 第１回委員総会について報告します。 

 

まず、教頭先生より最近の学校の様子や、１年生の転地学習、３年生の修学旅行の様子につ

いて報告がありました。また、１２月に実施予定の２年生のトライやるウィークについての

説明がありました。 

 

次に、本部役員より令和４年度の活動方針について提案がありました。 

令和２・３年度においてはコロナ禍の中、クラス委員も立候補者のみで編成していたため、

専門部を成立させられませんでしたが、今年度はクラス委員の選出を行うことができたの

で、広報部、人権部、選考部といった専門部を立ち上げることとしました。 

ただし、広報部の広報誌発行や人権部の講演会などは、今後の社会情勢や委員の負担軽減、

費用対効果などを各部や本部で検討し、実施について判断させていただくこととしました。 

また今年度は、これまでのコロナ禍を契機に、本校 PTA のあり方について検討していくこ

とが提案され、その一端として PTA アンケートを実施します。何よりも「子供たちのため

になる PTA」を目指すために皆さんの忌憚なきご意見をお聞かせください。 

 

その後、クラス委員と生活部員で、各専門部の人員配置を行いました。 

最後に、今後のスケジュール確認と会⾧の挨拶にて閉会しました。 

 

なお、トライやるウィークについての補足ですが、今年度はコロナ禍前同様に事業所での体

験を主体に実施する方向だそうです。しかしまだコロナ禍が完全に収束したとは言えない

中、協力していただける事業所がどれだけあるのか全く分からない状況です。 

今後、学校・PTA・地域からなる「トライやるウィーク推進委員会」を立ち上げ、生徒を受

け入れていただける事業所を探し、依頼を進めていく方針ですが、なかなか厳しい状況が考

えられます。PTA 会員の皆様におかれましても、受け入れ事業所の心当たりがございまし

たら、学校や PTA に情報をお寄せいただけると助かります。皆さんのご協力をよろしくお

願いいたします。 


